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昭和29年7月1日 東京文化財研究所組織規程の一部が改正 され,東 京国立文化
財研究所 となった。
昭和32年3月22日 東京国立博物館構内に木造,外 部鉄網 モルタル塗,平 屋建,
8m'の保存科学部の薬品庫が竣工 した。







して,鉄筋 コンクリー ト造,2階 建,延 面積663m'の建物1棟 が
竣工 した。
同 年7月1日 東京国立文化財研究所組織規程の一部が改正され,新 たに保
存科学部に修理技術研究室が置かれた。
同 年7月20日 芸能部研究室 は,保 存科学部庁舎の竣工に ともない,旧 保存
科学部庁舎に移転 した。
昭和43年6月15日 文部省設置法の一部が改正 され,本 研究所は文化庁附属機関
となった。
昭和44年8月23日 保存科学部庁舎に隣接 して新営 される別館庁舎(延1,950.41
m・)の起工式が行われた。
昭和45年3月25日 前記の別館が竣工 したので,同年5月26日竣工式が行われた。
同 年3月25日 芸能部は,別 館3階 に移転 した。
同 年5月8日 保存科学部は別館の地階～2階 に実験用機械類の移転据付 を
完了した。
同 年6月29日 保存科学部庁舎の1階 の模様替工事に着手 し,同 年10月15日
工事が完了した。











昭和52年4月18日 文部省設置法施行規則の一部が改正 され,情 報資料部の新設
によ り5部1課 とな り,情報資料部に文献資料研究室及び写真
資料研究室が置かれ,美 術部資料室は廃止 された。
昭和53年3月20日 本館構内の写場等(木造,平 屋建,延 面積144m・)を取 りこわ
し,情報資料部研究棟 として,鉄 筋 コンクリー ト造,地 下1階,
地上3階,延 面積569.95m・の建物が竣工 した。
昭和53年4月5日 文部省設置法施行規則の一部が改正 され,新 たに修復技術部
に第三修復技術研究室が置かれた。
































































































































所 属 職 名 氏 名 専 門 分 野
所 長 所 長 西 川 杏太郎 (美術史)
庶 務 課 課 長 山 代 文 雄
国際交流主幹 貴 志 辰 夫
課 長 補 佐 篠 原 一 夫
庶 務 係 係 長 浅 見 清
係 員 宮 腰 香代子
事 務 補 佐 貝 中 村 節 子
11 武 田 知 子
11 勝 木 なほ子
11 鈴 木 紀 枝
調 査 員(非) 大 江 佐知子
会 計 係 係 長 大 堀 岳 満
主 任 日 高 信 二
係 貝 渡 邉 重 夫
事 務 補 佐 員 時 田 真 理
11 瀧 澤 桂 子
労 務 補 佐 貝 菊 地 廣 吉
美 術 部 部 長 鶴 田 武 良 (中国絵画史)
主 任 研 究 官 島 尾 新 (日本中世絵画史)
11 田 中 淳 (日本近代絵画史)
n 山 梨 絵美子 (日本近代絵画史)
11 岡 田 健 (中国彫刻史)
第 一 研 究 室 室 長 中 野 照 男 (東洋絵画史)
調 査 員(非) 佐 野 みどり (日本絵画史)
第 二 研 究 室 室 長 三 輪 英 夫 (日本近代絵画史)
芸 能 部 部 長 蒲 生 郷 昭 (日本音楽史)
演 劇 研 究 室 室 長 鎌 倉 恵 子 (日本近世演劇)
調 査 貝(非) 細 井 尚 子 (中国演劇)
音 楽 舞 踊研 究 室 室 長 羽 田 示旦 (日本中世演劇)
研 究 貝 高 桑 いつみ (日本音楽史)
調 査 員(非) 石 井 倫 子 (日本中世演劇)
一8一
一 一 一 一
機 構 ・職 貝 ・予 算
所 属 職 名 氏 名 専 門 分 野
民 俗 芸 能 研 究 室 室 長 中 村 茂 子 (民俗芸能)
調 査 貝(非) 山 本 宏 子 (民俗音楽)
保 存 科 学 部 部 長 三 浦 定 俊 (計測工学)
主 任 研 究 官 佐 野 干 絵 (光化学)
化 学 研 究 室 室 長 平 尾 良 光 (無機化学)
物 理 研 究 室 室長事務取 扱 三 浦 定 俊 (計測工学)
研 究 員(併) 石 川 陸 郎 (光学)
生 物 研 究 室 室 長 門 倉 武 夫 (環境科学)
研 究 員 木 川 り か (生物化学)
調 査 員(非) 山 野 勝 次 (応用昆虫学)
n 新 井 英 夫 (微生物学)
修 復 技 術 部 部 長 宮 本 長二郎 (建築史)
主 任 研 究 官 川野邊 渉 (高分子化学)
第一修復技術研究室 室 長 中 里 壽 克 (漆芸技法)
第二修復技術研究室 室 長 増 田 勝 彦 (装漬技術)
研 究 貝 尾 立 和 則 (装横技術)
技 術 補 佐 貝 坂 本 雅 美
第三修復技術研究室 室 長 青 木 繁 夫 (考古学)
技 術 補 佐 貝 犬 竹 和
情 報 資 料 部 部 長 廣 井 雄 一 (日本工芸史)
主 任 研 究 官 井 手 誠之輔 (東洋絵画史)
// 長 岡 龍 作 (日本彫刻史)
文 献 資 料 研 究 室 室 長 米 倉 迫 夫 (日本中世絵画史)
研 究 貝 勝 木 言一郎 (中国絵画史)
写 真 資 料 研 究 室 室 長 鈴 木 廣 之 (日本近世絵画史)
専 門 職 貝 野久保 昌 良 (美術写真)
国際文化財保存修復協力室 室 長 西 浦 忠 輝 (材質改良学)
主 任 研 究 官 松 本 修 自 (建築史)
研 究 貝 朽 津 信 明 (地質学)
保 存 科 学 部 客 貝 研 究 貝 二 宮 修 治 (無機化学)
修 復 技 術 部 11 松 田 史 朗 (腐食工学)






























































































































































所 属 官 職 名 氏 名 在 所 期 間 備 考
庶 務 課 主 任 日 高 信 二 平4.4.1～ 平7.3.31 転 出
事務補佐貝 望 月 紀 子 平4.7.27～ 平6.4.30 辞 職
事務補佐員 森 晃 子 平6.5.1～ 平6.7.15 辞 職
事務補佐貝 松 浦 桂 子 平6.7.18～ 平6.9.30 辞 職
事務補佐貝 山 田 文 子 平4.1.1～ 平6.9.30 辞 職
一10一
機 構 ・職 貝 ・予 算
3.名 誉 研 究員
氏 名 退 職 時 官 職 名 在 所 期 間 名誉研究員発令年月日
白 畑 よ し 昭5.6.30～ 昭27.8.1 53.10.18
高 田 修 美 術 部 長 昭27.12.1～昭44.3.31 //
登 石 健 三 保 存 科 学 部 長 昭27.10.1～昭50.4.1 //
岡 畏三郎 美 術 部 長 昭20.5.15～昭51.4.1 11
関 野 克 所 長 昭40.4.1～ 昭53.4。1 11
秋 山 光 和 美 術 部 第 一 研 究 室 長 昭16.10.1～昭42.2.1 54.10.18
久 野 健 情 報 資 料 部 長 昭20.5.31～昭57.4.1 57.10.18
川 上 浬 美 術 部 長 昭21.2.28～昭57.4.1 11
関 千 代 美 術 部 第 二 研 究 室 長 昭18.12.15～昭58.4.1 58.10.18
横 道 萬里雄 芸 能 部 長 昭28.3.16一昭51.4.1 59.10.18
上 野 ア キ 情報資料部文献資料研究室長 昭17.11.3～昭59.4.1 11
江 上 繧 情報資料部主任研究官 昭38.5.18～昭59.3.31 11
田 村 悦 子 美 術 部 主 任 研 究 官 昭22.6.16～昭60.3,31 60.10.18
猪 川 和 子 情報資料部文献資料研究室長 昭22.6.27～昭60.3.31 //
伊 藤 延 男 所 長 昭53,4.1～ 昭62.3.31 62.10.18
柳 澤 孝 美 術 部 長 昭21.9.30～昭62.3.31 11
三 隅 治 雄 芸 能 部 長 昭27.10.1～昭63,3.31 63.10.18
樋 口 清 治 修 復 技 術 部 長 昭37.11.1～昭63.3.31 /1
田 實 榮 子 美 術 部 主 任 研 究 官 昭23.3.31～平 元.3.31 元.10.18
見 城 敏 子 保存科学部物理研究室長 昭34.4.1～平 元.3.31 11
濱 田 隆 所 長 昭62.4.1～ 平3.3.31 3.10.18
関 口 正 之 美 術 部 長 昭42.2.1～ 平3.3.31 11
佐 藤 道 子 芸 能 部 長 昭34.4.1～ 平4.3.31 4.4.18
馬 淵 久 夫 保 存 科 学 部 長 昭50.10.1～平4.3,31 11
新 井 英 夫 保 存 科 学 部 長 昭45.9.1～ 平5.3.31 5.10.18
石 川 陸 郎 保存科学部主任研究官 昭32.4.15～平5.3.31 //
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機構 ・職 貝 ・予 算
4.平 成6年 度 予算
()は 補正後を表す
一12一
機 構 ・職 貝 ・予 算
5.平 成6年 度特別 研究一 覧
(補正後)
6.平成6年 度科学研究費補助金交付一覧
研 究 種 目 研 究 課 題 研究代表者 交付額
千円
重点領域研究 化学的 ・光学的情報を用いた遺跡探査の 三浦 定俊 9,500
(Aン 手法に関する研究
総合研究(A)雅楽古楽器の総合的調査研究 蒲生 郷昭 2,500
総合研究(A)古代東アジアの青銅製品鋳造に関する基 平尾 良光 5,000
礎的研究
一般研究(A) 文化財の修復に用いられた材料の効果に 増田 勝彦 11,000
関する追跡研究
一般研究(A) 東アジア美術における人のかたち 鶴田 武良 2,000
一13一
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機 構 ・職 員 ・予 算
研 究 種 目 研 究 課 題 研究代表者 交付額
千円
一般研 究(C) 中央アジア ・クチャ地方における中国絵 中野 照男 1,300
画様式の移入
一般研究(C) エ ミシオグラフィによる象嵌の検 出 三浦 定俊 500
一般研究(C) 紙の風邪引き現象の研究 増田 勝彦 2,000
一般研究(C) プラズマ処理による象嵌遺物の保存処理 青木 繁夫 1,100
法の開発研究
試験研究(B)木造古建築の保存を目的とした外装塗装 西浦 忠輝 1,600
(丹色塗装)の物性評価
国際学術研究 タイ国石造遺跡の劣化現象と保存処理に 西浦 忠輝 2,500
関する調査
国際学術研究 科学技術を利用した文化財研究法の開発 西川杏太郎 5,800
国際学術研究 中国砂漠地帯における文化財の劣化現象 宮本長二郎 2,100
に関する共同研究
国際学術研究 漆 ・ニスなど伝統的天然樹脂塗膜の劣化 三浦 定俊 6,000
と保存に関する研究
計 52,900
7.平 成6年 度受託 研究 一覧











部 名 課 題 名 研究代表者 期 間
美 術 部 *美術に関する基礎資料の研究一日本 鈴木 廣之 平6.4
絵画史年紀資料集成15世紀一 ～ 平11 .3
*美術に関する基礎資料の研究一絵画 廣井 雄一 平6.4
に見る武装資料一 ～ 平11 .3
*美術に関する基礎資料の研究一室町 島尾 新 平6.4
時代水墨画資料一 ～ 平11 .3
*美術に関する基礎資料の研究一明治 三輪 英夫 平6.4
後期～昭和前期美術資料一 ～ 平11 .3
*中国仏教美術基準作品調査研究 中野 照男 平4.4
～ 平10 .3
*東アジア美術における造形と社会 島尾 新 平6.4
～ 平11 .3
芸 能 部 *伝統芸能における 「鬼」の実証的研 蒲生 郷昭 平4.4
究 ～ 平8 .3
*能楽の芸能学的調査研究 羽田 飛 平2.4
～ 平7 .3
*元禄期の浄瑠璃 ・歌舞伎の研究 鎌倉 恵子 平6.4
～ 平12 .3
*「翁」の技法集成 羽 田 示旦 平6.4
～ 平9 .3




*芸能に用いられる武器の研究 中村 茂子 平5.4
～ 平8 .3
保存科学部 *文化財施設内における保存展示条件 三浦 定俊 平 元.4
の検討 ～ 平7 .3
*有機質文化財の光による劣化の定量 三浦 定俊 平 元.4
的評価法の確立 ～ 平7 .3





部 名 課 題 名 研究代表者 期 間
修復技術部 *文化財における環境汚染の影響と修 宮本長二郎 平4.4
復技術の開発研究 ～ 平9 .3
*文化財の伝統的修復材料の研究(第 宮本長二郎 平5.4
2期) ～ 平8 .3
●
情報資料部 *美術情報処理システムの研 究一デー 廣井 雄一 平 元.4
タの共有化 を中心 として一 ～ 平11 .3
*検索辞書システムの研究 米倉 迫夫 平6.4
～ 平11 .3
*デジタル画像デー タの蓄積 と活用に 鈴木 廣之 平6.4
関する基礎的研究 ～ 平11 .3
国際文化財保 *世界,特 にアジア諸国における文化 西浦 忠輝 平3.4
存修復協力室 財保存に関する情報の収集 ～ 平12 .3
*屋外石造文化財の劣化 と保存修復処 西浦 忠輝 平3.4
置に関する研究 ～ 平7 .3
*文化財の保存を目的とした,レ ンガ 西浦 忠輝 平6.4






美術部は 日本 ・東洋の古美術並びに 日本の近代 ・現代美術 とこれ らに関連
ある西洋美術についての基礎的調査研究 を行い,か つ,そ の成果 を公表す る
ことを活動 の目的 としている。美術部は二室よ り構成され,第 一研究室は古
美術 を担当 し,第 二研究室は近代 ・現代美術を担当している。
調査研究は各時代 にわたり,絵 画 ・彫刻 ・工芸の各分野について,作 品と
文献資料 との両面から実証的に進め,と もに基礎 となる研究資料の作成 と整
理 とにつ とめている。その他,現 代美術 の動向に関する調査 と資料収集をも
並行 して行 っている。 また当部では,作 品に対する科学的な鑑識法を早 くか
ら積極 的に活用 してきた。これ も当部の研究活動の特色である。なお情報資
料部貝 との間では,研究や調査の面において緊密 な協力体制が とられている。
そのほか他機関 との共同研究による広領域の研究にも参加 している。なお,
研究貝それぞれの研究課題 と内容は(2)の各論の項に示す とお りである。
調査研究の成果は,機 関誌 『美術研究」(昭和7年 創刊)や その他の学会誌
に発表 し,単行の研究報告 も随時刊行 している。 さらに,研 究成果の一部を
広 く一般の理解に資するために,情 報資料部 と共同で毎年一回公開学術講座
を開催 している。また毎年r日本美術年鑑」(昭和11年創刊)を発行 している。
なお美術部は黒田清輝の遺産 に基づいて創立された美術研究所 を前身とす





















1)明治期美術展覧会資料の研究成果 として 「明治期美術展覧会 出品目
録」(東京国立文化財研究所編集,中 央公論美術出版刊)を 刊行 した。
2)シ カゴ万国博覧会(1893年),パリ万国博覧会(1900年),セン トル
イス万国博覧会(1904年)の出品目録 をデー タベー ス化 した。 また,
前年度撮影 した 「温知図録」(東京国立博物館蔵)の 内容に関する調査
を継続 した。
3)大正期の美術団体であるヒューザ ン会,草 土社,紅 児会,再 興院展
の出品目録 を収集整理 した。〈三輪,山 梨,田 中〉
(2)室町時代水墨画資料





2)13世紀 より16世紀 までの水墨画家(約60名)に 関す る基礎資料の収





3)収 集資料については,逐 次,整 理 を行 い,併 せてデー タベー ス化 を
進めた。〈島尾,(情)井 手,(研究協力)河合正朝,横 田忠司,相 沢正
彦,大 石利雄,山 下裕二,小 川知二,大 西薫,救 仁郷秀明〉
(3)日本絵画史年紀資料集成15世紀
一昨年度 までに源豊宗編r日 本美術年表」・集英社版 『原色 日本美術年
表」に掲出された15世紀の記事のなかか ら絵画に関する項目約140件を抜
粋 した。今年度は考古学会編r造 像銘記(改 訂版)』・久野健 『造像銘記
集成」を参照 して改訂増補をほ どこ し,絵 画219件のほか,関 連史料 とし
て彫刻156件,工芸56件,書跡14件(合計445件)からなる 『15世紀絵画
史料年表改訂第1稿 」 を作成 した。また昨年度にひきつづ き,1項 目ご







2)伴 大納言絵詞,平 治物語絵詞から武装に関する部分 を抜粋 し,併せ
て兵範記,中 右記,明 月記等か ら関係記事を収集 した。<(情)廣井>
2.東 アジア美術における造形 と社会(5年 計画の第1年 次)
(1)制作 と享受の場についての研究
1)古代的空間意識 と彫像の機能
9世紀に整備 され る各寺院の配置及びその場 での法会 と,彫像 との
関係について基本的な問題の洗い出しに努めた。今年度 は,神 護寺薬
師如来像に続 き,神 宮寺所在像 ・神像 に考察対象 を広げた。
2)寧 波 ・杭州におけ る寺院信仰 と絵画
寧波の天台寺院延慶寺におけ る浄土信仰 と関連す る絵画作品のほ
か,杭州の上天竺寺 と千手観音信仰,妙行寺 と祖師像の関係 について,
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総合 して,唐 物 を中心 とする美術品の価値観の形成の場,お よび流通
について考察を加えた。
3)唐本 ・宋本画像の意味 と機能
唐本 ・宋本 として請来された高麗の阿弥陀画像 と,そ の高麗におけ
る信仰につ いて,華 厳思想 との関係 を考察 し,日 本の来迎図 との差異




2)黒 川道祐r雍 州府志』土産 門から専門技術に関す る資料 を抽出 し,
様々な技術 に対す る当時の分類意識を探った。<島尾,中 野,(情)鈴
木,(情)井 手,(情)長 岡,(調)佐 野>
3.中 国仏教美術基準作品調査研究(6年 計画の第3年 次)
本研究は,中 国仏教美術作品のうち,銘 記,落 款,印 章,賛 文等によっ
て,制 作年,制 作地,作 者,発 願者などが明 らかなもの を 「基準作品」 と
して調査 し,基 本的なデー タや詳細な写真 を整備す ることによって,中 国
仏教美術の体系 を見直し,そ の特質 を明らかにするための 「もの さし」 を
作ろ うとするものである。
(1)研究会(研 究協力者会議)の 開催
国内所在の中国仏教美術,中 国 ・日本 とも深 く関わ りのある朝鮮半島
の仏教美術,ま た日本における中国仏教美術の受容の諸相について研究
を重ねて きた研究者 を招 き,各 自がもつデー タを持 ち寄 り,問題の所在













年紀 を有する中国仏教美術作品 を中心に調査 し,写真撮影を行 なった。
本年度は,関 西方面(東 寺,奈 良国立博物館等)で 調査 を実施 した。
(3)基礎資料の収集
既に国内の各機関,個 人等に分散 して蓄積 されている中国仏教美術作
品のデー タ,写 真等を借覧 し,必 要に応 じてその複製 を作成するなどし
て,基 礎資料の収集を行なった。本年度は,主 として米国所在の 中国仏
教美術作品の写真約6,000枚を整理 した。
(4)デー タベー スの作成
中国仏教美術研究の ための基礎 史料 として,本 年度は,大 正新脩大蔵
経収載の請来 目録類,宋 高僧伝(中 華書局刊)等 を入力 した。
<中野,島 尾,岡 田,(情)米 倉,井 手,長 岡,勝 木>
4近 百年中国絵画史研究
20世紀初期の中国における西洋画の受容を中心に研究を行 い,「近百年来
中国美術年表」の作成を継続 した。5月 には北京,香 港 で現代 中国絵画の







芸能部は,日 本の伝統芸能に資す るために必要 な基礎研究を行 うこ とを目
的とし,演劇研究室 ・音楽舞踊研 究室 ・民俗芸能研究室の三室によって構成
されている。芸能部の研究目標 としては,諸 芸能の理念 ・構造 ・技法お よび
その継承保存に関す る研究などがあ り,そ の研 究に必要な資料の収集・整備,
および記録の作成のための撮影 ・録音 ・録画などの作業を行 う。研究の成果
は,刊 行 ・夏期学術講座 ・公開学術講座 などによって公表する。
平成6年 度は,特 別研究 「伝統芸能における 『鬼』の実証的研究」(4年計
画)の 第3年 次にあたり,資 料収集,記 録作成,実 地調査 を行い,研 究会 を
開催 した。また一般研究 「能楽の芸能学的調査研 究」は,そ の第5年 次にあ

























1,伝統芸能における 「鬼」の実証的研究(4年 計画の第3年 次)
日本の民俗行事や宗教行事,能 ・狂言・歌舞伎 などの伝統芸能には,「鬼」
がいろいろに形や性格 を変えて登場する。本研究は,「鬼」の多面的な性格,
芸能的表現の 多様性,歴 史的変遷 を総合的に把握 し,解 明す ることを目的
とす る。本年度はその3年 次で,下 記の調査 ・研究 を行 った。
(1)研究会開催;毎 月1回 実施 した。その うち2回 は椎葉民俗芸能博物館
建設準備室主任学芸貝の永松敦 氏,お よび折から来 日中の中国の演出
家 ・蘇彦破氏を招いて講話を聞 き,質 疑応答 を行 った。
(2)実地調査;奈 良県五條市念仏寺の鬼走 り,福井 県今立郡 池田町水海の
田楽能舞を調査 し,記 録 した。
2.能 楽の芸能学的調査研究(5年 計画の鯖5年 次)
舞台芸術 としての能楽の技法を多角的に捉えることを目的 とし,芸 能部
全貝で取 り組む総合研究である。今年度は下記の調査研究を行い,成 果を
「芸能の科学」23などで公表 した。
(1)能・狂言の技法 ・演出;狂 言の舞事の中,〔楽〕 〔神楽〕〔褐鼓〕の用法
について,個 々の演 目の演出史を検討 し,能とは様相を異にしなが らも,
これらの狂言に囎子事(舞 事)が 用い られる必然性 を証明 した。〈羽田〉
(2)近世邦楽に及ぼ した影響;地 歌の詞章に見 られ る能詞章摂取の様相 を
さぐり,摂 取 した演 目,部 分,方 法などについて考察 した。 〈蒲生〉
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鯛 査 研 究
(3)能の鼓胴の研究;科 学研究費の交付を受けて行 っている 「雅楽古楽器
の総合的調査研究」において,能 の大鼓に酷似 した鼓胴を他の分担者 と
ともに調査 し,絵 画資料や文献を参照 しなが ら能の鼓胴(大 鼓)の 派生
過程について考察 した。〈高桑〉
(4)近世演劇 と能の関係;江 戸歌舞伎の能摂取の様相を,初 代市川団十郎
を中心に調査 した。〈鎌倉〉
(5)民俗芸能にみる狂言様式の研究;狂 言の 「児流鏑馬」に関連 して,中
世から近世 の地方郷村の祭礼におけ る流鏑馬の意義について考察 した。
〈中村>
3.元 禄期の浄瑠璃 ・歌舞伎 の研究(6年 計画の第1年 次)
元禄期の上方歌舞伎の趣向について,能を摂取 した場を調査 した。<鎌倉>
4.「 翁」の技法集成(3年 計画の第1年 次)
本年度 は,シ テ方五流の うち,宝 生 ・金春 ・金剛 ・喜 多四流の翁(お き
な)と 千歳(せ んざい)の 型付ケを収集 し,あ わせて実技者の型 を撮影収
録す るとともに技法に関す る聞 き取 り調査 を行 った。なお,観 世流につい
ては公刊された型付ケがあるので,当 面はそれ と今 回収集 した型付 ケとの
比較分析 を行 う。<羽田 ・高桑 ・石井>
5.日 本音楽の伝承に関する研究(3年 計画の第1年 次)
地歌の詞章に見 られる能詞章摂取の様相 をさぐり,摂取 した演目,部分,
方法などについて考察 した。 また 『教訓抄』語彙索引作成を継続 し,「書名
編」を完成 した。<蒲生>
6.伝統的唱歌の研究(3年 計画の第2年 次)
室町末期か ら江戸初期に書かれた能の伝書や楽譜の唱歌 を解読 し,謡 を
謡う際打っていた扇拍子の リズムの変遷をた どり,拍子に対す る意識の変
化について考察 した。<高桑>
7,雅 楽古楽器の総合的調査研究
伝存す る雅楽古楽器,と くに鼓胴について,総 合的な調査研究を行い,
報告書を刊行 した。美術工芸史の専攻者 を含む15名の共同研究で,科 学研
究費の交付 を受けて実施する総合研究(A)であるが,研 究代表者 と分担者
の1名 は,当 芸能部員である。 〈蒲生 ・高桑〉
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保存科学部
8.芸能 に用い られる武器の研究(3年 計画の第2年 次)
弓矢について調査,研 究を行 い,と くに中央の祭礼における流鏑馬の歴
史的変遷 と地方の祭礼 における稚児流鏑 馬の意義について考察 した。〈中
村>
9.中国演劇の研究
古典演劇,〈昆曲〉〈京劇〉〈川劇〉に共通す る作品を取 り上 げ,台 本の相
違 を調査 して,そ れぞれの演劇の特色を考察 した。<細井>
10.能における宗教儀礼摂取の研究
番外曲 「家持」「泣不動」を中心に,陰 陽道・修験道が能の風流的素材 と
して受容 されたケースを考察 した。<石井>
11.民俗芸能にみる水 とメンタリティーの関係の研究



































鎌倉市内4地 区において観測 と調査 を引き続 き行 っている。 また,奈
良市東大寺 において も新たに観測 と調査 を開始 した。測定項 目は温湿




今年度の研究として,室 内外におけ る空気汚染物質 に関する検討および










































昨年度 までは主 として修復工房の現場 での劣化促進試験 を行 ったが,修
理 に使用できる状態になるまでに要す る劣化時間が,試 験 ごとに異なる問
題があった。そのため温湿度測定用データロガーを用いて,照 射実験中の
環境条件 を詳細に検討 した。冬期は下方で夜間の結露 ・高湿度環境 となっ
てお り,照射中の昼 間で も比較的温度は低かった。 これに対 して,夏 期の
劣化実験中は非点灯時の夜間 も温度が下がらず,上 方での温度は点灯中に
80℃超,湿 度 も比較的高い状態であり,実 験中に絹が「練れた」状態に なっ
ているこ とが明 らか となった。比較のため,恒 温恒湿室内で,同 じ劣化促
進装置による照射実験 を行 った。連続照射 と昼間のみの断続的な照射 を
行 った。恒温恒湿の安定 した条件下での劣化促進では,前 記の通常の室内
での劣化促進に比べて劣化が遅 いことが明らか となった。
劣化が 目に見えて現れる条件 として,強度の低下,表 面顔料層等の亀裂,
変色等がある。本研究では,こ の6年 の研究期間の中で,特 に全面的に強
度が低下す る形での劣化 とesrで検出される有機 ラジカルのシグナル量 と
の相関につ いて明 らかにした。また,将 来にわたってラジカルは劣化の始
点 となることから,将 来起 こ り得 る劣化 についても推定で きる可能性があ
ること等 を解明できた。 しか し,そ の他の劣化パ ター ンについては,直 接
結びついた科学的情報 を得るには至らず,今後の課題 として残った。また,
真の意味での非破壊 での劣化の定量についても,長 期の課題 として検討 を
続ける予定である。
平成元年度～2年 度に測定方法の確立 を行 い,3年 度～6年 度に劣化の
定量的評価法について検討 し,実 資料に関しては,染 料や媒染剤の影響が
大 きく,単一の定量法の適用は困難であることが,こ れ までの研 究で明か
となった。しか し,esr法で得 られる信号の質や量,ま た化学発光量がの劣






4.新 しい文化財防虫防徴法の研究(7年 計画の第1年 次)
(1)燥蒸および防虫防徽法に関する現状調査
昨年 と同様,保 存担当学芸貝研修において,全 国の美術館,博 物館,
資料館の学芸貝を対象に燥蒸方法に関するアンケー ト調査 を実施 した。
その結果,1～2週 間程度の処理期間でも対応できると考えた担 当者が,
当初 こちらが予想 していた以上にいることがわか り,低酸素濃度殺虫法
も導入 され うる余地があることがわかった。 また,極 めて例外的ではあ
るが,煉 蒸剤によって処理 した材質に悪臭等の被害を経験 した例 もある
ことか ら,年1回 の定期的漁蒸が必要かどうか も考 える時期に きている
といえる。定期的な清掃 と生物被害の点検作業を行 うことで,燥 蒸の頻
度 を減 らせる可能性があることなど,学 芸貝研修などを通 して知 らせて
いく必要がある。〈木川〉
(2)新しい虫害防除法に関す る基礎研究
文化財の燃蒸ガスとして長 らく使用されてきたエキボン(臭 化 メチル
と酸化エチレンの混合ガス)が,ハ ロンの使用撤廃のために,数 年内に
使用できなくなるため,代 替策の導入が緊急の課題である。その一環 と
して,欧 米で検討 され始めた低酸素濃度殺虫法が,実 際の防除法 として
使えるかどうか,コ クゾウ虫や 日本の主な文化財害虫について基礎実験
を進めている。虫の種類によっては,か な り短期間に効果が認め られ,
有望 であることがわか った。 しか し,長期間を要す る虫もあ り,期 間を
短縮するための実験を行 っている。<木川>
5文 化財の材質 ・構造 ・技法に関する研究
(1)鉛同位体比 を利用 した銅製品,青 銅製品の材料産地推定




文化庁,東 京国立博物館,県 や市町村の教育委員会 ・発掘事務所 ・埋
蔵文化財センターなどが所有す る約150点の銅製品,発掘品などに関 して
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調 査 研 究
蛍光X線 分析法による化学組成の測定 を行った。〈平尾〉
(3)X線回折法 を利用 した研究
文化庁 および島根県の教育委貝会か ら,平 成5年 度か ら6年 度にかけ
て,荒 神 谷遺跡出土青銅製遺物に発生 している錆の結晶組成測定の依頼
を受け,約400点を測定 した。殆 どが孔雀石(マ ラカイ ト)であるが,少
量の資料 に関 しては藍銅鉱(ア ズライ ト),白鉛鉱(セ ルーサイ ト)が検
出された。〈平尾〉
(4)ICP発光分光分析法を利用した研究
文化庁および島根県の教育委貝会から,平 成5年 度か ら6年 度にかけ
て荒神谷遺跡出土青銅製遺物について,内 部金属の化学組成 を測定す る
依頼 を受けた。今年度は銅剣50本,銅鐸3種,銅 矛16本について測定 し
た。〈平尾〉
⑤X線 マイクロアナ ライザー を利用 した研究
島根県の古墳の彩色壁画の顔料の材質 をエネル ギー分散 型X線 マ イ
クロアナ ライザーで調査 したところ,赤色粘土の使用 とわかった。〈佐野〉














ある県立美術館において,気 密性の高い展示 ケー ス中に展示している
近代 日本画の画面上に生 じた黒変の発生原因について調査 した。温湿度
等環境条件は特 に問題な く,特 にめ だった空気汚染因子 も検 出されな






東京国立博物館所蔵のエジプ ト出土の ミイラの保存状態の調査 を行 っ
た。棺全体にかかっている黒い皮膜の厚みは薄 く,ま た表層部 のみ黒い
ことが明 ちか となり,経 年変化で黒変 して棺の表面が読め な くなったも
の と推定された。原因 とその材質,除 去法については検討 中である。 ま
たカビの調査 を行った結果,い ずれの試料からも生菌 は検 出されなか っ
た。カビの ようにみ えた頭部の試料を拡大観察すると,結 晶状 の物質で
あることが判明 した。〈三浦 ・佐野 ・木川 ・川野邊>
7.環 境に関する調査研究
(1)温度 ・湿度 ・水分
次の地点で,温度 ・湿度 などの気象観測を継続 して行 っている。〈三浦〉
史跡等の名称 観測項 目 観測開始時期
小高町薬師堂石仏 温湿度 ・表面温度1985年12月
中尊寺金色堂 温湿度 ・変位 ・含水率1986年3月
鎌倉市内4地 点 温湿度 ・表面温度 ・日照1992年12月
(高徳院大仏等)風 向 ・風速
② 収蔵環境に関する研究
法隆 寺焼損金堂壁画の特別公開(平 成6年11月1日 ～23日)に伴 い,
収蔵庫内の環境条件の計測を行 った。現在の収蔵庫の湿度調整能力が比
較的高いため,公 開前の状況 と同 じ条件になることを目指 して,公 開中
も適切 な換気等の処置をほどこした。 温湿度等,気 象観測は継続中であ
る。
また会期中,収蔵庫内に1日 約500名ずつ,計約1万 名の見学者が入室
したことか ら,会 期終了後,糸 状菌(カ ビ)の 調査を実施 した。現在活
動中のカビの集落は見あたらなかったが,壁 画周縁部のい くつかの観測
点から生菌の胞子が検出 された。生 きたカビの胞子が検 出され たのは,
各展示室の入口部 で観覧者の流れが停滞 していた箇所,お よび小壁の壁
画周縁部の埃の試料であった。現在,直 ちに問題になることはないが,
気候 が暖か くなるとカビが活動する可能性 も高 くなるので,経 過 を観察
す る必要がある。 また,埃 はカビなどの胞子が付着して増殖 しやすい環
境になるため,適 当な方法で除去す ることを勧めた。 これ らの調査結果
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については,「保存科学」第34号に報告 した。〈三浦 ・佐野 ・木川〉
(3)古墳内環境に関す る研究
1)虎塚古墳保存環境に関す る調査研究
前年度に引き続 き壁画古墳の公開に伴 う石室壁画の点検,計 器類の
調整 を行 った。本年度の公開は春期が平成5年3月30日 か ら4月11日
までの内の8日 間および秋期 の10月28日か ら11月7日までの間の8日
間,計16日間行われた。見学者は春期 は約2,500人,秋期が2,000人で
あったが,公 開期間中石室 内の温湿度 にほ とん ど変化 は認め られな
かった。<門倉>
2)久里双水古墳発掘時の内部環境調査
佐 賀県唐津市久里双水古墳発掘 に伴い未開 口石室内の温湿度の測定
お よび石室内部調査後の閉塞における保存科学上の処置を行 った。す
なわち,発 掘前の測定では外気の二酸化炭素濃度,温 度,湿 度がそれ
ぞれ0.035%,22℃,50%RHであ るのに対 し,石室内のそれは0.52%,
17℃,99%であった。石室開口時は特に温湿度に関 して石室内の数値
を維持するように指示 した。調査終了後の埋め戻 しには,後 内部に通
じる殺菌処置 したパ イプ を埋設し,閉 塞後 も内部の状況が観測できる
ようにした。〈門倉>
3)高松塚古墳内の糸状菌のモニタリング
本年度 も高松塚 古墳の定期 点検の一環 として糸状菌の調査 を行 っ
た。 目視では壁画面に特に被害はみられなか ったが,観 測定点の抜 き
取 り検査の結果,Penicilliumsp.,Fusariumsp.など昨年度 とほぼ同様
の糸状菌相が検出され,こ れ らが現在の常駐菌であると推測された。
また,パラホルムアルデ ヒド煉蒸の前後で糸状菌の採取 を行 った結果,









石テス トピースの暴露による影響度のモニタ リングを実施 している。
試験地域は鎌倉(4地 点),東大寺,東 京国立博物館(5地 点),京都
国立博物館の他 に小金井市東京学芸大学(郊 外),国分寺市(郊 外),
東京都環境科学研究所(準 工業地),大阪府公害セ ンター(商業地)に
おいて も同様 な手法でデータを収集 し,信 頼性 について検討 を行い継
続中である。なお大理石 テス トピースは韓国の国立文化財研究所およ
び湖巌美術館においても暴露実験を開始 した。
現在,こ の手法は信頼性を確認す るため同一地点で降雨,ミ ス トお
よび大気中の酸性汚染物質(SO2,NO2,C1-,NO3,SO42-)を測定 し
て酸性物質濃度 と大理石 テス トピースの重量変化量との相関性 を確認
している。<門倉>
2)銅板テス トピースの暴露試験
銅板葺 き屋根板(表 慶館屋根,明 治43年に造られ,昭 和50年に葺 き
替えられた)を 暴露 し,銅板表面を洗って流れた雨水から銅 イオンを
測定 し,同時に採取 した雨水中のC1-,NO3-,SO42一濃度 と比較 し,酸






る。今年度は特に,粉 末消火剤や消火栓 で対応す る美術館等の増加 を
考慮 し,そ の影響について,消 防庁消防研究所等 との交流 を通 して情
報 を収集 した。 また,認 可の動 きのある新消火設備 に関 しての検討 を
行 っている。<佐野 ・三浦>
2)展示施設内で使用 され る各種材料につ いての情報を収集 している。
今年度 は特に,クロス等を貼る合成樹脂の りについて検討 した。<佐野>
3)環境改善のために使用可能な各種吸着剤や その使用方法について,


























































































































































































































リエチ レング リコール)含 浸処理 中にみ られ る微生物被害 を調査 し,あ
る処理槽では,PEG400を分解 するバ クテ リアが発生 していることが判
明 した。このことより,出 土木材の処 置に使用されるPEGの 劣化には,
化学的要因以外にも生物的要因が関与 しているとい う知見が得 られた。
〈木川〉
(2)千代田町伝承館 ・千手観音立像の糸状菌の調査
重要文化財,千 代田町伝承館 ・木造千手観音立像 には,修 理後,た び
たびカビが発生 している。今回検出されたカビも,以 前の調査 と種類は
異なるが,好乾性のカビであった。カビの発生前の収蔵庫 は,湿度が80%
以上になる期間が多かったので,カ ビの発生に好適であった と推測 され
る。しか し,作品に よってカビの発生 しやす さに差がみられることか ら,
修理工程 と関連づ けて対策を立て る必要があることがわか った。<木川>
9.そ の他
(1)採取時期によ り生漆の成分や活性度がどのように変化す るのか等,漆
の科学的研究 を行っているグループの研究会 に参加 し,研 究の進展状況
等を把握 した。 〈佐野〉
(2)文化財施設の保存(収 蔵展示)環 境についての情報と研究の方向を探
るために,美 術館等の学芸貝 を招 き研究会 を催 した。〈三浦〉
(3)国指定文化財公開のための施設設計の指針 を文化庁文化財保護部 とし
て平成6年 度に作成す ることとな り,そ のための検討協力者会議に委員




































1,文化財 における環境汚染の影響 と修復技術の開発研究(保 存科学部 と共
同)
鎌 倉市 に4ヶ 所の観測 ステーションを設置 して環境汚染物質の測定を
行っている。本年度は,鎌 倉大仏調査の基本になる写真測量図面を作成 し
た。 また大仏に対す る風の影響 を調査するために風洞実験 を行 う予定でい
るが,そ の基礎資料 を得 るために風向,風 速の観測を行っている。
国宝東大寺金銅八角燈籠に腐蝕が目立つために,文 化庁の要請 もあ り,
本年度か ら東大寺境内で環境汚染物質の観測を開始 した。酸性雨測定には,
初期降雨中のイオンが大 きな影響 を与えているのではないか との認識か ら
雨中のイオンを自動測定 できる装置を設置して観測を開始 した。〈青木,川
野邊,三 浦,門 倉>
2,文 化財の伝統的修復材料の研究(第2期3年 計画の第2年 次)
(1)焼付漆の研究
鉄や銅の上に漆を焼付けて箔貼 りや装飾を行 うこ とは,「延喜式」に既
に記録があ り,更 に古墳時代の遺品の内に漆 を焼付 けたと思われるもの
もあって,古 い技法であることが知 られている。その伝統は現代 まで続
いてお り,主 に建築金具などに応用 されている。
しかし,そ の技法は,個 人的技法 として,正 確性に欠け る所があるた
め に,そ の効果の有効性 と技法の確立 を目的 として実験 を行 った。
今年度は予備的実験 として生漆,加 工生漆,精 製漆,ウ ルシオール,
カシュー,化 学塗料 を鉄,銅 に150℃,170℃,190℃で焼付 け,曲 げ,煮
沸,引 きはが しの試験 を行 った。
塗料,金属,焼付け温度の条件の違いによる有為 な差は見出されなかっ
たので,本 試験においては,そ の点考慮す る必要がある。〈中里,青 木〉
1'
修復技術部






























調 査 研 究
(3)遺跡 ・遺構の保存修復
a.岐阜県古川町杉崎廃寺(7世 紀頃)の発掘遺構 を整備 して露出保存す
る計画があり,保 存計画作成に必要な土壌調査や樹脂擬土耐候試験な
どを行った。 ソイルセメン トやエポキシ樹脂擬土に比べ ポリシロキサ
ン樹脂 を使用 した擬土の方が透水性や耐久性に優れているこ とが判明
した。〈青木,犬 竹〉
(4)石造文化財の保存修復
石造文化財の外壁は,表 面の層状剥離が著 しいことが多い。 このよう
な場合剥離部分 をシール して樹脂を注入 しなければならないが,従 来の
シール材では壁面 を注入 した樹脂で汚すなど問題が多かった。膠 を変成
して柔軟に したシール材を開発 した。 その結果壁面 を汚すことな く樹脂
注入施工が可能になった。 シール材の膠は樹脂硬化後温水で洗い流すこ
とによって簡単に除去す ることが出来る。
石のクリーニ ングは,化 学薬品や温水洗浄などによって行われて きた
が,非常に劣化 した石では崩壊の危険があ り,クリーニングが行えなかっ





本年度は木彫 第48号(毘嵩)と 木彫第47号(酔胡王)が 修理対象 とな
り,正倉院事務所の手で修理が行 われたが,同 所の依頼により,西 川所
長 と共にこれらに対 して技術的検討 と指導 を行 った。〈中里>
7.受託研究
(1)高知県兎田八幡宮所蔵銅剣の保存修復研究
シカなどの動物文様 を陽鋳 した細形銅剣は銅剣 としては現在 までにこ
の1例 しか発見されていない貴重な遺物である。
蛍光X線 分析に よる材質分析 と鉛同位体分析 を行った。材質は銅,錫,
鉛 を主成分 とした青銅であることなどが分かった。修復についてはX線







































文 献 資料 研 究室
美術史関係 を中心 とした図書 ・雑誌,調 査研究活動によって収集された各
種研究資料の整理 ・保管 ・閲覧 を行 っている。 また,日 本 ・東洋古美術関係
の文献 目録の作成とともに文献デー タベースの開発を行 っている。各年分の
文献目録は 『日本美術年鑑」に掲載 し,一 定期間ごとに総合・増補 し 『日本・













定期刊行物所載文献 ・所蔵 図書データの入力を継続 した。
2)美術史研究資料
当研究所および東京国立博物館 ・東京芸術大学所蔵の 「売立 目録」






アナ ログ画像約4,000件を入力 し,あわせて"∫真資料関連 文字データ
の入力を継続した。
(2)パイロッ トシステムの構築




PHOTOCDを 中心に,デ ジタル画像の入力方法,画 質,容 最等に
ついて,諸 条件 を検討した。
3)ロー カルエ リアネットワー クシステムの整備 ・運用 ・評価
ソフ トウエアのバー ジョンアップ,メ モ リーの増設をお こない,シ
ステムの高度化 を図った。
4)検索辞蒔システムの研究
1礎 的な諸条件について調査 ・検討 した。
(3)「共有化」環境の検討
1)「」有化」環境 をめ ぐる諸問題についての研究会 の開催






2)文化庁 を中心 とする文化財情報ネッ トワー クシステムへの対応
LANの 拡充を図 り,所 内システムの環境 を整備 した。
3)オ フラインによるデー タ共有 システムの拡充
「共有化」環境 をめ ぐる研究会の開催のほか,当 部の作成 したデー タ
ベー スについて,そ の運川評価 を各モニター機関に依頼 した。
4)オ ンラインデー タ通信の有効利用
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学術情報センター ・国文学研究資料館の雑誌記事索引デー タベースを
利用 し,将来のデー タベース公開に向けた諸条件を検討 し,またインター





スの利用を通 して検索システムの検討 を行った。 これらの検索用語彙
は図書館の件名索引に近似 し,一般的語彙からさらに深い語彙レペル
への道は用意されていない。
2)こ れに対 して新聞記事デー タペースの場合は記事全文 を対象として
検索語彙が生成 され るシステムであり,か な り汎用性の高い もの と
なっているようである。
② 語彙の収集
1)既 に作成 してしている古美術研究文献データペースの各デー タに付
されたキイワー ド(複数)を 切 り取 り,サ ンプル用の美術語彙データ
ベースを作成 した。
2)ま た全文デー タベースか ら主要語彙 を切 り取 り同 じように語彙デー
タベースを作成 した。
③ 収集語彙の特性分析 と辞書機能の検 討
1)当部における既存デー タベースの領域は古美術か ち近代現代美術に
いたるまで広範囲にわたる。
2)サ ンプルとして抽出 した語彙は主 として古美術研究文献か ら採 られ
たものである。 これらの語彙の特性 は人名,作 品名(主題名),技術用
語など典拠管理が可能なものが圧倒的に多数 をしめてい る。それに対
して典拠管理の困難な概念語は意外 に少ない。 これ らの語彙特性をふ
まえることによって広が りをもたない閉 じられたデー タベースを対象
とした検索語彙辞書を作成することは比較的容易であろうという感触




3)デー タベース と辞書の関係づ けについては上記特性のさ らなる分
析,語 彙収集範囲の拡大 を目指す必要があるが,本 年度は1語 彙 と1
文献の対応 をとった検索 システムをLAN上 で利用できるような環境
を整えた。




表者:高 見沢明雄)に より,前年度に引 き続 き,所 蔵ガラス原板(キ ャ




式には,① フォ トCD方 式(コ ダック社開発)と ②TIFFな どの ビット
マ ップ方式があ り,ま た記憶容量 を節約する,③J-PEG等 の画像圧縮
の方式が検討対象となる。
①についてはテス ト・データを作成 し,② については既成のCDを 用




現有の汎用 コンピュータ(マ ッキン トッシュ ・クワ ドラ)に メモ リー
とハー ドディス ク(1GB)を増設して性能の向上 をはか り,次 年度の実
験に備 えた。
4日 本武装史研究
刀剣 ・甲冑・馬具 ・弓箭具 などの武装研究は,有 職故実 と作品研究が別々
に行われているが,こ れ を作品 ・故実 ・文献資料 をあわせて行 うものであ







































高麗仏画の調査 を継続 し,基礎デー タの収集 と写真撮影 を行 った(日 本
銀行 「至元23年銘阿弥陀如来図」,滋賀 ・石馬寺 「釈迦如来図」,愛知 ・隣
松寺 「観経十六観変相図」,愛知 ・養寿寺 「楊柳観音図」,同 「地蔵菩薩図」,
愛知・大恩寺 「観経変相図」等)。また高麗の阿弥陀画像 と華厳思想の関係
について考察 し,そ の成果を口頭発表するとともに 『美術研究』362号誌上
にまとめた。〈井手>
8.中 国における石窟美術の研究
中国の河北省 ・河南省 ・廿粛省の石窟寺院をたずね,阿 弥陀図像 を中心
に調査 を行 った。その研究対象は壁画 を主 としたが,彫 塑につ いても考察
の範囲に加 えた。
敦煙国際学術 シンポジウムや 日中共同研究 「敦煙文化財の保存修復に関
する調査研究」を通 じて,敦 煙莫高窟の壁画に対す る調査 をすすめた。初
唐 ・盛唐期におけ る阿弥陀浄土変相や観経変相の図像研究を継続 し,と く
に観経変相中の 日想観図にみえる山水表現について,阿 弥陀浄土思想およ
び中国におけ る山水観の両側 面から考察を加 えた。
河北省元氏県の封龍山石窟,祁 郡の南響覚山石窟 ・北響堂山石窟,河 南
省安陽県の小南海石窟 ・霊泉寺石窟,林 県の洪谷寺石窟,溶 県の千仏寺石
窟など,い ずれ も中原地方,す なわち中国の中央部に位置 し,かつ南北朝
後期か ら階・初麿期にかけてつ くられた石窟寺院を対象に,フィール ドワー
クを行った。 とくに北斉期につ くられた小南海石窟中窟西壁の九品往生図
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かるこ とが必要である。そのためには,各国の実状についての理解が重要で,
情報の収集が大切である。また,国 際協力 として最 も大切 なことは人材の養
成で,研 修事業がきわめて重要である。文化財保存修復技術の向上のための
研究 を推進 して行 くための国際共同研究も重要な事業 である。 そこで,国 際
貢献の一環 として,わ が国に文化財の保存,修 復に関わる情報,研 修,研 究
の国際協力センター を設立すべきとの声が高まっている。
国際文化財保存修復協力室は,セ ンター設立に向けて,従 来のアジア文化
財保存研究室を拡充し平成5年4月 に発足 した。現在,協 力室では世界各国,
各地域の文化財 とその保存に関す る資料の収集,整 理,デ ータベースの作成
を行 ってお り,ま た,国 際共同研究,国 際会議 ・セ ミナーの企画,実 行や諸
外国の専門家の研修に関する仕事 を行っている。 さらに,基 礎研究 として,
屋外の石造お よび木造文化財の劣化 と保存処置に関する研究等を行 ってい
る。
(2)各 論
1世 界,特 にアジア賭国における文化財保存に関する情報の収集(5年 計
画の第4年 次)
(1)文化財の劣化状態および保存対策についての調査
1)ア ジア文化財保存セ ミナーにおいてカン トリーレポー トを行 ったア
ジア各国の代表に,各 国の最 も代表的 な文化財について,そ の保 存状
況 と保存対策についてのアンケー ト調査を行 い,多 くの情報 を得た。
昨年度(第4回)ま でに得 られた情報について項 目別に整理,解 析 し,
レポー トにまとめた。<西浦>
2)国 内 ・外で開かれた国際的な会議,講 演会,研 究会等に積極的に参
加 し,多 くの情報 を得た。〈西浦,松 本,朽 津〉
(2)組織,機 構,プ ロジェク ト等についての調査
1)ア ジア文化財保存セ ミナーにおいてカン トリーレポー トを行 ったア
ジア各国の代表に,各国の文化財の保存に関わる組織 機構,プ ロジェ




多 くの情報を得た。昨年度(第4回)ま でに得 られた情報について項
目別に整理,解 析 し,レ ポー トにまとめた。<西浦>
2)東京国立文化財研究所を訪れた諸外国の文化財保存関係者か ら個別
に各国の状況 を聞き取 り,資 料 とした。<西浦,松 本,朽 津>
3)文化財の保存,修復に関わる人材について情報 を収集 し,データベー
スを作成中である。 〈西浦>
4)国 内 ・外で開かれた国際的な会議,講 演会,研 究会等に積極的に参
加 し,多 くの情報 を得た。〈西浦,松 本,朽 津〉
(3)保存担当者 リス トの作成
1)世界,特 にアジア諸国の文化財保存担当者の国別 リス トを作成すべ
く,情報の収集に努めている。この場合,単 に人名 を網羅す るもので
な く,実際に役立つ内容のある リス トにすべ く,デ ータベース化につ
いて検討 している。<西浦,松 本,朽 津>
2)国内の文化財保存に関わる人材の リス トを作成 している。 この場合





1)ブ リュッセル市庁舎において,石 像の劣化を観察 した。その結果,
この石像は砂質石灰岩でできてお り,方解石の部分が選択的に溶解す
るために石材が脆弱化 し,崩 落が起 きていることが判明 した。〈朽津>
2)ベ ルギー ・トンゲレン教会の修復に使用 され る予定の石材 と,も と
の教会 の石材 とを岩石学的に分析,比 較検討 し,も との石材 と異なる
性質の ものを識別 ・分離して,も との石材 と同じ性質の もののみ を用
い るよう提言 した。<朽津>
3)ヴ ェルサイユ宮殿など,パ リ近郊にある石灰岩または大理石製の歴
史的建造物において,そ の石材 を岩石学的に観察 した結果,使 用 され
ている石灰岩 ・大理石にも多数の種類があ り,異 なる産地か ら石材が
持ち込 まれていることが判明 した。〈朽津〉
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4)細 かい結晶粒子 を吹 き付け ることによって,建 造物等の石材 をク
リーニングする方法の有効性について,走 査型電子顕微鏡等を用いて
評価 を行った。その結果,ク リーニング法 としては極めて有効である




ついて,そ の物性を比較検討するための実験 を行 っている。凝灰岩,
砂岩,安 山岩試験片を用いた浸透生測定,石 粒を用いた強化力評価実
験,処 理石材の水蒸気透過性試験 を行 ってお り,特 に,ヨ ー ロッパで
広 く用 いられてい るエチル シリケー ト系強化剤 であるWackerOH
と日本で多く用 いられているメチル トリエ トキシシラン系搬水強化剤
であるSS-101との比較 を行 っている。〈西浦>
2)大 阪市立美術館所蔵の石灰岩製コプ ト石彫及び下関市立美術館所蔵
のエジプ ト出土石灰岩 レリーフが,収 蔵中に塩の析出によって表面層
が粉状に崩れてい く現象 が観 察 され た。調査 した ところ析 出塩は
NaC1であった。これは,地下埋蔵 中に吸収 した塩 が発掘後徐々に空気
中の水分 を吸着 して潮解 し,表面層に移動 して再結晶 したものと考察
された。石灰岩レ り一フについては以前に水 による塩抜 きをしたこと
があ り,そ れによ り却 って結晶の析出が促進された経緯があ る。これ
らの石彫は板状の ものであり,石 の内部 まで完全 に樹脂含浸が可能で
あることが確認されたので,全 体 をシラン樹脂で固め,塩 を封 じ込め
るとともに全体 を強化する処置を行った。〈西浦>
3)神奈川県,重 文 ・元箱根石仏群の保存修復 に関 して,岩 石の含浸強
化処置,搬 水処置について,適 当な材料の選択試験の調査指導を行 っ
ている。〈西浦〉
(3)洞窟,磨 崖仏な どの劣化現象 と保存対策に関す る調査研究
1)福 島県小高町,史 跡 ・薬師堂石仏の劣化状態 を定期的に調査 してお
り,大屋根架設後の岩体 の乾燥に伴 う状態変化について,保 存処置法




成 を行 った。 〈西浦>
3)ラ スコー洞窟 をは じめ とす るフランス南西部の洞窟遺跡を訪れ,壁
画の劣化状況等につ いて調査 を行 った。〈朽津>
3.文 化財の保存 を目的 としたレンガの劣化現象 と保存対策に関する調査研
究(5年 計画の1年 次)




2)小樽市のレンガ造文化財を観察 した結果,環 境汚染 とは直接関係 な
いと思われるものの,雨 水の影響でレンガがかな り劣化 しているこ と
がわか った。<朽津>
3)タ イの代表的 なレンガ造遺跡において,環 境計測 システムを設置 し
て,環 境計測を開始 した。〈西浦 ・三浦 ・松本 ・朽津>
4)プ ルージュ救世主大聖堂において,レ ンガの劣化現象を観察 した結
果,こ こでは もともと方解石 を含んだ特殊なレンガが使 われてお り,
それが雨水等 と反応することによって石膏 を形成 し,レ ンガの劣化 を
生んでいることが判明 した。<朽津>
4,文化財の保存修復技術 に関する国際共同研究一文化財の保存修復 に用 い
られる新材料 〈1>合成樹脂一(9年計画の1年 次)
1)タイ国において,建 造物 ・遺跡等に用いられてい る合成樹脂につ い
ての調査を,タ イ国芸術局 と共同で行 った。〈西浦 ・松本 ・朽津>
2)タ イな ど東南アジア諸国で,屋 内に収蔵 されている美術品等の修復
に用いられている合成樹脂についての調査 を,タ イ国立博物館 と共 同
で行 った。〈西浦 ・松本 ・朽津>
3)木造古建築 の外装塗装 としての丹塗 りへの合成樹脂 の応用 につ い
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島根県穴神1号 横穴墓 に使用 されている顔料の分析 を行 い,「ベ ンガ




寺建築の雲形斗棋 に代表 される装飾的建築細部の意匠的特質 を考察 し,
これ らの類例 と考えられるものの うち,特 に漢代石闘の斗供表現 と,高
句麗壁画古墳に見 られる雲文表現 とに注 目し,比 較検討 を行 っている。
今後,対 象とすべ き資料 を地域的に拡大 し,広 くその系譜を解明 してい
く予定である。 この他 にいわゆる 「チャイティア窓」と呼ばれるような,




る重要 な問題である。文化のバ ックグラン ドの異なる国々との国際協力













松本 修 自(国 際文化財保存修復協力室主任研究官)
岡田 健(美 術部主任研究官)











7)平 成7年 度に 日本で開催予定の国際 シンポジウムについての協議。
8)西安 の歴史博物館 を中心 とした墳墓壁画の保存修復に関わる調査。
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三浦 定俊(保 存科学部長)


















段 修 業(敦 煙研究院保護研究所助理研究貝)
目的:壁 画の修復材料,技 術に関する研修。
3.第10回敦煙莫高窟壁画保存修復協力会議
平成7年3月24日 に,協 力会議委員,文 化庁関係者,東 文研関係者が出
席して東文研において開催 し,下 記の議題について討議 した。
1)第9回 敦煙莫高窟壁画保存修復協力会議議事録(案)に ついて。
2)平成6年 度研究結果について。
3)平 成7年 度研究計画(案)に ついて。





科学研究費で 「科学技術を利用 した文化財研究法の開発」 とい うテーマの
もとで,青 銅器 ・陶磁器 ・遺跡調査法開発の3つ の研究課題の下に共同研究
を進めている。6年 度は 日本側から,沢 田正昭(奈良国立文化財研究所),村
上隆(奈 良国立文化財研究所)が 訪米 し,青 銅器についての共同研究 をアメ
リカ側研究者 と行い,陶 磁器班は青柳洋治(上 智大学)が 渡米 して調査を行
い,遺 跡調査法開発班 では西村康(奈 良国立文化財研究所),デ ィーン・グッ
ドマン(マ イア ミ大学中島分室)が 渡米 し研究成果の交流をおこなった。三
浦定俊(東 京国立文化財研究所),馬淵久夫(作 陽短期大学)が 渡米 して,ま
とめについて打合せを行った。アメ リカ側か らは,自然史博物館のダニエル・




当研究所 では,昭 和63年以来,欧 米所在の明治時代以前の 日本美術作品に
関す る基礎 デー タの収集に努めてきた。平成2年 度 より,古 文化財科学研究
会が 日本芸術文化振興会から助成金を得 て 「海外所在の日本文化財を対象 と
する調査研究」 を行 うことになり,当研究所がその委嘱 を受けて調査研究 を
担当 した。平成2年 度の メトロポリタン美術館,3年 度のバー ク・コレクショ
ン,バ ー ク ・ファウンデーション,4年 度のフィラデルフィア美術館,5年
度のプライス・コレクションの調査に引 き続 き,6年度はサ ンフランシスコ・
アジア美術館の絵画 ・彫刻作品の調査を行い,そ の成果 として 「海外所在 日






科学研究費国際学術研究海外学術調査により,平 成4年 度か ら3ヶ 年計画
で調査研究 を行 った。本年度は,12月に西浦忠輝,三 浦定俊,松 本修 自,朽
津信明の4人 がタイ国を訪れ,東 北部のクメール石造遣跡 を中心に調査を行
い,代 表的な遺跡であるパ ノム ・ルンおよびムアン ・タムに設置 した環境計
測 システムか らのデー タの読み出 しと解析を行った。2月 にタイ側研究者2
名 を招へい し,調 査研究成果のまとめについての協議 を行 った。
(5)文化財保護に関する日独学術交流
平成5年 度か ら文部省科学研究費を受けて,「漆・ニスなど伝統的天然樹脂
槍膜の劣化 と保存に関す る研究」が開始された。建造物に関 して,10月に宮
本長二郎,松 本修自(東 京国立文化財研究所)が,考 古遺物に関 して10月に
村上隆,肥 塚隆保(奈 良国立文化財研究所)が 訪独 して,調 査 と研究協議 を
行 った。 また,10月に ドイツ国内の関連施設の調査のため,川 野邊渉(東 京
国立文化財研究所)が 訪独 した。明けて2月 に,中 里寿克,尾 立和則(東 京
国r_文化財研究所)が,漆 工芸品の保存に関 しての協議のため,訪 独 した。
11月に ドイツ側研究者,フ ロー リアン ・バイエラー,ウ ルスラ ・バウマー,
クリスチャン ・ゼゲバー ドの3氏 が訪 日し,文 化財保存におけ る分光学的手
法の応用に関す る国際シンポジウムで研究発表を行い,共 同研究の進展に関
す る協議を行 った。
(6)シリア,ア イ ンダー ラ神 殿遺跡石 彫 レ リー フの保存修
復
アインダー ラ寺院遺跡はBC10世紀に遡 る古代 オ リエン トの重要 な遺跡
で,1956年と1976年に発掘が行われた。この遺跡を特徴づけるのは玄武岩に
彫られたスフィンクス及びライオン像のレ リー フである。これらは発掘直後
か ら損傷が著 しく,早 急な保存,修 復処置が必要 とされていた。 そこで本年









8.主 要研 究業 績
①:著 書 ・編書 ②:論 文 ③:解 説 ④:研 究発表
















③ 『中国年鑑1994年版』文化 ・美術の項 中国研究所
③ 中国美術館め ぐり1・故宮博物院 「季刊水墨画」69
③ 中国美術館め ぐり2・ 中国美術館,炎 黄美術館 「季刊水墨画」70
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主要研究業績
島尾 新(主 任研究官)
① 能阿弥から狩野派へ 「日本の美術」338至 文堂6.7
② なぜ雪舟か?一 雪舟研究の面白さ一
「雪舟」展カタログ 大和文華館6.10
② 室町水墨画 と 「禅」
―アメリカが愛 した 日本』サンフランシスコ ・アジア美術館所蔵プランデー
ジ ・コレクション日本絵画名品展 カタログ 日本経済新聞社7 .3
③ 明兆筆 「達磨図」等解説 『世界の中の 日本美術」美術年鑑社6.5
⑤ なぜ雪舟か一雪舟研究の面白さ一 大和文華館6.10
⑥ 「和」「漢」の世 界と唐物趣味 「なごみ」6.10
山梨絵美子(主任研究官)
















③ 「絵画」の成熟 ということ一一九三〇年代の 日本画と洋画の側面
京都国立近代美術館ニュース 「視 る」3306.12
中野 照男(第一研究室長)

















② 再興 日本美術院の洋画部 ・彫刻部 「日本美術院百年 史』第4巻6.5
③ 日本近代洋画の巨匠一和田英作
「アサ ヒグラフ別冊 美術特集 日本編」816.11
③ 明治が生んだ洋画家一田中寅三
「田中寅三展」カタログ 松戸市教育委貝会7.2
④ 黒田清輝 「舞妓」をめ ぐって 美術部 ・情報資料部公開学術請座6.11.11
⑤ 黒田清輝 と日本近代洋画 石橋美術館 美術講座6.5.21
⑤ 黒田清輝一人と作品 飯 田市美術博物館6.10.30
芸 能 部
蒲生 郷昭(芸 能部長)
① 邦楽曲名事典(平 野健次,上 参郷祐康 と共同監修)平 凡社6.6
① 雅楽古楽器の総合的調査研究
科学研究費報告書(研 究分担者 との共著)7.3
② 地歌が摂取 した能詞章 「芸能の科学」237.3




















③ 舞台の上の英雄像 「月刊 しにか」496.4
⑥ 川劇にみ る化粧(6)(7)(翻訳/原 文 張中学)
「化粧文化」30,316.5,11
⑥ 天橋芸人の世界(脚 本翻訳 ・字幕)日 本放送協会6.12
⑥ 東アジアにおける民俗 と芸能国際シンポジウム(資 料集翻訳)
同実行委員会6.11





































② 番外曲 〈泣不動〉覚書 「鎮仙」4286.10
② 〈黒川〉の周辺一斬 リ組 ミ霊験能の視点から一 「中世文学」396.11
② クロスオーバーす る芸能の姿 「橘香」6.11
② 能におけ る宗教的素材受容の一考察一番外 曲 く家持〉〈泣不動〉 を中心に一
「芸能の科学」237.3
⑥ 歴史人物事典(担 当項 目執筆)朝 日新聞社6.10
中村 茂子(民俗芸能研究室長)
② 武器と芸能 くその2>一 流鏑馬を中心に一 「芸能の科学」237.3
④ 番楽の民俗的背景 芸能部公開学術講座6.12.9
⑤ 私と神楽 第267回東京都民俗芸能大会 東京芸術劇場7.2.26
⑥ 千葉県の民俗芸能緊急調査報告書(共同監修)千葉県立房総のむら7.3
山本 宏子(民 俗芸能研究室)
② 民俗芸能の経済学に向けて一門付け型芸能 とその経 費
「民俗芸能」196.5
② 「河童」の民俗芸能 「芸能の科学」237.3
④ 獅子舞 と太鼓 芸能部公開学術講座6.12.9
⑤ バ リ芸能の経済学一「楽園」の下部構造APEX6.5.14
⑤ 沖縄の太鼓 朝 日カルチ ャーセンター6.6.26
⑤ バ リの子供に関す る歌 朝 日カルチ ャーセンター6.8.6
⑤ 秋田の番楽 朝 日カルチ ャーセンター6.12.10
⑥ 伝統に生 きる 「人 と芸能」6.12
⑥ バ リ島のわらべ うたを追いかけて8・9
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「ス ラ ッ ト ・バ リ」20・22・236.5～7.3
保 存 科 学 部









② 法 隆 寺 「焼 損 金 堂 ・壁 画 」 糊1J公開 に お け る保 存 対 策(三 浦,佐 野,坂 本 稔,
木 川,神 庭 信 幸)「 保 存 科 学 」34,pp.22-367.3
② 博 物 館 ・美 術 館 等 に お け る 燃 蒸 の 実 施 状 況 と そ の 聞題 点(木 川,佐 野,門 倉,
三 浦)「 保 存 科 学 」34,pp.37-447.3




③ 名画の下の 「隠 し絵」 をみ る
IsotopeNewsyNo.484,pp.14-15













つ いて(藤 田創造,高 橋英紀,三 浦)
第16回古文化財科学研究会大会6.6.4～5
④ 博物館 ・美術館等における爆蒸の実施状況とその問題点(木 川,門 倉,佐 野,
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三 浦)第16回 古 文 化 財 科 学 研 究 会 大 会6.6.4～5
④ 東 京 国 立 文 化 財 研 究 所 に よ る 文 化 財 収 蔵 展 示 施 設 館 内 環 境 調 査 の 実 施 状 況
(1)(佐野,三 浦)第16回 古 文 化 財 科 学 研 究 会 大 会6.6.4～5
④ 赤 外 線 画 像 処 理 に よ る変 色 し た 絵 画 の 調 査 一 寿 桂 尼 肖像 に つ い て 一(西 子 雅
美,大 橋 義 春,井 上 啓 輔,杉 山 久 志,神 庭 信 幸,三 浦)
第16回古 文 化 財 科 学 研 究 会 大 会6.6.4～5
④ 航 空機 か らの 画 像 を 用 い た 遺 跡 探 査(花 泉,三 浦)
日本 文 化 財 科 学 会 第11回大 会6.6.11～12
●Applicationofchemiluminescencecountingfordetectingdeteriorationof
organicculturalproperty(C.Sano,W.Kawanobe,S.Miura,H.Mabuchi)
第18回 国 際 研 究 集 会Preprints,pp.133-1426.10.31～11.2
●Aspectralmethodfordampnessmeasurementofanopen-airobject(H.
Hanaizumi,T.Tsunashima,S.Fujimura,S.Miura)
第18回国 際 研 究 集 会Preprints,pp.87-936.10.31～11.2
⑤ 梱 包 の科 学
指 定 文 化 財(美 術 工 芸 品)展 示 取 り扱 い 講 習 会(東 京)6.7.21
⑤ 同 上(京 都)6.12.3
⑤ 保 存 科 学 概 論 歴 史 民 俗 資 料 館 等 専 門 職 員 研 修 会6.11.30
佐 野 千 絵(主 任 研 究 官)
●Scanningasilversword(S.Miura,C.Sano,C.Tanaka)
MuseumInternational,183,pp.13-15(1994)6.3
② 法 隆 寺 「焼 損 金 堂 ・壁 画 」 特 別 公 開 に お け る保 存 対 策(三 浦 佐 野,坂 本 稔,
木 川,神 庭 信 幸)「 保 存 科 学 」34,pp.22-367.3
② 博 物 館 ・美術 館 等 に お け る燃 蒸 の 実 施 状 況 と その 問 題 点(木 川,佐 野,門 倉,
三浦)「 保存科学」34,pp.37-44








主要 研 究 業績
④ 博 物 館 ・美 術 館 等 に お け る 煉 蒸 の 実 施 状 況 と そ の 問 題 点(木 川,門 倉,佐 野,
三 浦)第16回 古 文 化 財 科 学 研 究 会 大 会6.6.4～5
④ 東 京 国 立 文 化 財 研 究 所 に よ る 文 化 財 収 蔵 展 示 施 設 館 内 環 境 調 査 の 実 施 状 況
(1)(佐野,三 浦)第16回 古 文 化 財 科 学 研 究 会 大 会6.6.4～5
●Applicationofchemiluminescencecountingfordetectingdeteriorationof
organicculturalproperty(C.Sano,W.Kawanobe,S.Miura,H.Mabuchi)








尾,膨 活凡,馬 淵久夫,三 輪嘉六,譜 開遜)
「考古」323,pp.744-747(1994)
② 山梨県東山北遺跡から出土 した銅製品の自然科学的調査(平 尾,榎 本淳子,
瀬川富美子)
甲斐風土記の丘 ・曽根丘陵公園東山北遺跡一第1次 ～第3次 調査一/山 梨県
埋蔵文化財セ ンター調査報告書第79集pp.143-148(1993)
② カマ ン ・カレポユ ックから出土 した炭化物の炭素14法による年代測定
rアナ トリア考古学研究」/中近東文化センター編IV,pp.113-118(1995)
② 廣漢三星 堆遺物坑青 銅器的鉛同位素 比値研 究(金 正耀,馬 淵 久夫,W.T.
Chase,三輪嘉六,平 尾,陳 徳安,趙 殿増)
「文物」No.465,pp.80-85(1995)
② 岡山県久夜町中原25号墳か ら出土 した耳輪の自然科学的研究(平 尾,瀬 川冨
美子)
『中国横断自動車道建 設に伴 う発掘調査2」/岡 山県埋蔵文化財発掘調査報告
93,日本 道 路 公 団広 島建 設局 津 山 工事 事 務 所 ・岡 山県 教 育 委 貝 会 編
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pp.477-485(1995)




② 足守川遺跡群出土青銅器の鉛同位体比について(馬淵久夫,平 尾,榎 本淳子)




























⑤ 展 示 と照 明 一 博 物 館 の 理 想 的 環 境 一,東 京 国 立 博 物 館 月例 講 演 会7.1
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門 倉 武 夫(生 物 研 究 室 長)
② 文 化 財 と環 境 問 題 「産 業 と環 境 誌 」,vo1.23,No.10,pp.56-616.10
② 東 ア ジ ア 地 域 を 対 象 と した 酸 性 大 気 汚 染 物 質 の 文 化 財 お よ び 材 料 へ の 国 際 共







④ 文 化 財 の保 存 と活 用"PASSION",No.15,K.K.金 剛,pp.17-196.11
④ 文 化 財 の保 存 科 学
腐 食 防 食 技 術 講 演 会 日本 防 錆 技 術 協 会 資 料P23～356.5





























明 治 大 学 特 別 講 座6.12.2









⑥ 文化財 表ではみられない一大気汚染や酸性雨,劣 化深刻全国調査へ一
東京新聞6.9.26
木川 りか(生 物研究室)
② 各種文化財等の糸状菌同定報告(木 川,新 井英夫)
「保存科学」34,pp.8-127.3
② 法隆寺 「焼損金堂 ・壁画」特別公開における保存対策(三 浦,佐 野,坂 本稔,
木川,神 庭信幸)「 保存科学」34,pp.22-367.3
② 博物館 ・美術館等における煩蒸の実施状況 とその問題点一保存担当学芸貝研
修におけるアンケー トか ら一(木川,佐 野,門 倉,三 浦)
「保存科学」34,pp.37-447.3
④ 博物館美術館等における燥蒸の実施状況 とその問題点(中間報告)(木川,門




② イエシロア リの分布について 「文化財の虫菌害」27,pp.3-7















「ピ リ ッ ク ジ ャ ー ナ ル 」4(1),p.1
「し ろあ り」97,pp.19-39








































庭付 き1軒 建て(共 同構成)テ レビ朝 日6.12.11
昆虫学の基礎知識 ・昆虫による文化財 の被害 と防除 ・文化財の殺虫煉蒸 「第
16回文化財 虫菌害防除作業主任者の能力認定試験 とその講習会」
(財)文化財虫害研究所7.1.23
シロア リの生態 と被害 「平成7年 度 しろあ り防除施工士資格第1次 指定講習
















































① 装漬の技術,修 復記録 『在外 日本美術の修復』(共)
③ パー クス ・コレクションとその時代一海 を渡った江戸の和紙一
パー クス ・コレクション展カタログ
③ ペーパーサイエンス,科 学が明かす和紙のすばらしさ















「日本における襖 ・壁張 り付けなどの障屏画装丁法の伝統 と修復」










① 装漬の技術,修 復記録 『在外 日本美術の修復」(共)7.3
⑤ 「劣化 と保存」各論一絵画の彩色層一
博物館 ・美術館等の保存担当学芸貝研修6.7.26
⑤ 現地修復家との共同作業(ポ ーラン ド・クラコフ国立博物館の場合)
文化財保 存修復研究協議会6.1.17
⑥ 「紙の保存修復」国際研修6.11.23～6.12.16










































②1993年の歴史学界,回 顧 と展望(日 本 ・古代 ・美術 史)
「史学雑誌」103-56.5

















































































調 査 研 究




⑥ 日仏会館主催 「連続 シンポジウム 『美術』その近代 と現代をめ ぐる10の争点」
パネラー6.9.24
国 際 文 化 財 保 存 修 復 協 力 室
西 浦 忠 輝(国 際 文 化 財 保 存 修 復 協 力 室 長)
① 『敦 煙 文 化 財 の 保 存 修 復 に 関 す る 調 査 研 究 論 文 集(II)』









③ シ リア,ア イ ン ・ダ ー ラ神 殿 遺 跡 石 彫 レ リー フ の 保 存修 復 協 力事 業
「文 化 庁 月 報 」No.3126.9
Q3BriefReportontheRestorationProjectfortheStoneReliefsofAinDara
Templeシ リア 考 古 総 局 へ 提 出6.11
③ 人 類 の 至 宝 を 後 世 に 一 文 化 財 保 護 の た め の 国 際 協 カ ー
「フ ォ ト」11.16.11
④ 石 材 保 存 用 樹 脂 の 評 価 試 験(III)一強 化 用 樹 脂 の 凝 集 力 付 与 効 果 一(大 石 ら と
共同)第16回 古文化財科学研究会大会






















劣化 と保存各論一木一 博物館 ・美術館等保存担当学芸員研修































② プルー ジュ救世主大聖堂における煉瓦の劣化 とその保存対策
「古文化財 の科学」39
② 吉佐山根1号 墳及び穴神1号 横穴墓における赤色顔料
「一般国道9号(安 来道路)建 設予定地内埋蔵文化財調査報告書」10












































































保 存 科 学 第34号
象 嵌 さ れ た 遺 物 の プ ラ ズ マ に よ る保 存 処 理 に つ い て
青 木 繁 夫 ・犬 竹 和
各 種 文 化 財 等 の 糸 状 菌 同 定 報 告 木 川 りか ・新 井 英 夫
密 陀 絵 の 研 究(1)中 里 寿 克 ・竹 永 幸 代
法 隆 寺 「焼 損 金 堂 ・壁 画 」 特 別 公 開 に お け る保 存 対 策
三 浦 定 俊 ・佐 野 千 絵 ・坂 本 稔 ・木 川 りか ・神 庭 信 幸
博 物 館 美 術 館 等 に お け る 煉 蒸 の 実 施 状 況 とそ の 問 題 点
一 保 存 担 当 学 芸 貝 研 修 に お け る ア ン ケ ー トか ら一
木 川 りか ・佐 野 千 絵 ・門 倉 武 夫 ・三 浦 定 俊
保 存 担 当 学 芸 貝 研 修 の11年 三 浦 定 俊 ・佐 野 千 絵




「文 化 財 と 環 境 」 を 主 題 と し た 保 存 科 学 部 担 当 の 国 際 研 究 集 会
(2.10.11～10.13)のプ ロ シ ー デ ィ ン グ ス(英 文)を6年 度 に 刊 行 し た 。 今
回 は,外 的 要 因 に 影 響 さ れ や す く脆 弱 な文 化 財 を取 り巻 く さ ま ざ ま な 環 境
の 整 備 に つ い て,多 くの 問 題 点 を 追 求 した 。 本 プ ロ シ ー デ ィ ン グ ス に は,




































黒田清輝の遺作 を多く所蔵 している当研究所は,黒 田清輝の功績を記念 し,
併せて地方文化の振興に資するために,昭 和52年度か らの事業 として黒田清輝







主 催 東京国立文化財研究所 ・飯 田市美術博物館 ・信 濃毎 日新聞社
開催 日数25日 間
入場者数8,234人
陳列点数 油彩 ・パステル61点,木炭デ ッサ ン50点,写生帖17冊,書簡3
点,日 記5冊,参 考資料若干
図 録A4版 変型,128頁,原色図版24頁,単色図版73頁




講 演(1)中 世 肖像画異聞
























芸能部では,芸 能の多角的かつ総合的な研究に資す ることを目的 として,例
年夏期4日 間にわたる学術講座 を,首 都圏各大学の大学院生を対象に実施 して
いる。会場 を東京国立文化財研究所会議室 とし,芸 能部貝がそれぞれの専 門分
野における研究成果 を体系的に論ずる。
平成6年 度は 「能の雛子一その技法 と歴史一」 というテーマ を設けて高桑い
つみが担当し,7月11日から14日までの4日 間にわたり実施 した。受講者は慶
応義塾大学,実 践女子大学,お 茶の水女子大学,早 稲田大学,共 立女子大学,
法政大学,東 京芸術大学,東 京大学,明 治大学の各大学院生 で,受 講者数は22

































































































































昭和52年か ら毎年行われている 「文化財の保存に関す る国際研究集会」は18
回を数 え,今年度は保存科学部が担当した。「文化財保存における分光学的方法」
をテーマに10月31日か ら11月2日まで3日 間行われた。材質分析のためにスペ
クトルを利用す る方法は古 くか ら文化財の研究に用 いられてきたが,近 年,文
化財の研究にますます積極的に利用 されつつある。本研究集会は,分 光学的方
法が保存修復の分野でいかなる成果 をあげているか検討す るこ とを目的 とし
た。











フランス:国 立科学研究センター 横山 祐之
【セ ッション1】
1.カ ナダにおけ る文化財保存へ の微小部X線 回折法 と赤外分光分析法 の
応用







イン ド:国立文化財研究所B.V.カ ルバー ド
4.劣 化 した古代 タイ漆のTGA-FTIR法による研究




ドイツ:連 邦材料試験研究所 クリスチャン ・ゼゲバー ド

































世 界の紙の修復専門家12名(12力国)を 集め,文 化庁お よび国際文化財保存
研究センター(ICCROM)と共同開催で 「紙の保存修復」国際研修 を行った。
脆弱な古文書や版画など,紙 を素材 とした文化財の修理 では,世 界の文化財に
日本の表具技術が役に立つ事が知 られ るようになっている。この研修 では,こ
の 日本の表具技術 を伝 えることを目的 とした。
3週間の研修 は表具の基本的な技術 を参加者が経験で きるような内容の実技
研修 を中心 としたが,日 本の文化史 ・文化財保護法の沿革 ・文化財に使 われて
いる伝統的な素材 ・和紙と洋紙の特性等についての講義 を行 うとともに,研 修
旅行 では和紙の紙漉場で修復材料である和紙 をよ り深 く理解す るようつ とめ
た。
海外から,よ り正確 な技術 を求め る声が増える中,今 回のような日本の専門




















ガヴィオラ ・バ トリシア ・セシ リア
オー ス トラリアニューサウスウェールスズ州立図書館
KINDLSilvia
キン ドゥル ・シルヴ ィア
カナ ダ文明博物館
HEJTMANKOVAMarie































(1)文化 財 保 存 修 復 研 究協 議 会
主 題 海外所在の日本美術修復の技術的諸問題
日 時 平成7年1月17日(火)

























氏 名 渡 航 先 目 的 期 間 旅費の出所等





鈴木廣之 米国 16世紀障屏画の調査研究 自平成6年4月19日
至平成6年4月23日
私費

















































































































































氏 名 渡 航 先 目 的 期 間 旅費の出所等
川野邊 渉 ドイツ ドイツにおける漆芸品の調査 自平成6年10月9日
至平成6年10月24日
科学研究費
































日高 信 二 タイ タイ国関係機関との協議 自平成6年12月411
至平成6年12月13[1
外園旅費












































氏 名 渡 航 先 目 的 期 間 旅費の出所等






























































勝木言一郎 台湾 台湾における仏教美術の調査研究 自平成7年2月20日
至平成7年2月24日
私費










氏 名 国 籍 役 職 招へい期間 共同研究課題 研究代表者
EDET,Abuナイジェ 国立博物館保存科 6.3.1 民具及び青銅遺物の保 修復技術部
Solomon リア 学部長 一一6.8.31 存修復研究 青木繁夫
エ デツ トア プー
ソロモン
李 欄姫 韓 国 漆芸品修復家 6.6.17 漆芸品の伝統的技法の 修復技術部
リ ラン ヒ ～7 .6.16 調査と新技術の開発 中里壽克
金 奎虎 韓 国 湖巖美術館保存科 6.9.1 金属文化財の保存科学 保存科学部
キム ギュホ 学室 ・研究員 ～7 .6.30 的研究 平尾良光
張 慶浩 韓 国 文化財研究所長 6.9.1 文化財における環境汚 修復技術部
チャン キョン 一一6.9.7 染の影響と修復技術の 宮本長二郎
ホ 開発研究の打合せ
段 修業' 中 国 敦煙研究院 6.11.1 敦煙莫高窟壁画の修復 修復技術部
トゥア ン シウ ～7 .3.9 材料に関する共同研究 増H勝彦
イエ
GERSTLE, オー ス ト ロンドン大学東洋 6.11.5 浄瑠璃及び歌舞伎の共 芸能部
Andrew' ラリア アフリカ研究学院 6.11.12同研究 鎌倉恵子
ガー ス トル ア 教授
ン ドルー
SUMANOV,マケ ドニ マケドニア国立記 6.11.9 木造建築の保存修復手 国際文化財保存修
Lazar' ア 念物保存研究所副 6.11.21法の研究,特に耐震対 復協力室
ス マ ノ フ ラ 所長 策についての日本 と東 松本修rl
ザー ル 欧の比較研究
FORTIN,カ ナ ダ 遺産保存計画建築 6.11.9 建築の修復整備技法の 国際文化財保存修
Lyette' 修復監督官 6.11.21国際的比較研究 復協力室
フォル タン ラ 松本修自
イア ト
TIIDUS,エ ス トニ 国立図書館保存部 6.11.22紙の保存と修復 修復技術部
Marge ア 長 ～7 .1.21 増田勝彦
テ ィー ドス マ
ルゲ
金 思恵゜ 韓 国 文化財研究所保存 6.11.25環境汚染による文化財 修復技術部
キム サ ドク 科学部研究員 6.12.24の劣化 青木繁夫
NDORO,Web一ジンバプ 国立博物館記念物 6.12.1 考古遺跡の保存に関す 修復技術部
ber 工 研究所調整官 ～7.3。3 る基本的理念及び施工 青木繁夫




氏 名 国 籍 役 職 招へい期間 共同研究課題 研究代表者
王 瀞
ワン ロン








プ ラ ン ド ン
ジェ イム ス




















ス テ ユ ワ ー ト
ジ ョン













ウ ィ ー ヴ ァ ー
一
マー アィン































































































































ウェ ツプ マ リ
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ケー ス リ ン グ
フォルカー










































































氏 名 現 職 招へい期間 共同研 究課題 研 究代 表者





L__一 一一 一 一
事 業
(3)平成6年 度海外研究者等の来訪























ハ ピー ブ マ ラ
ラ ア リ
オ マ ー ン 国家遺産文化省顧問
NOUTII,Nar-
ang,Mr.
ノウ ト ナ ラン














セ イン ミン ト
ミ ャ ン マ ー 文化省新国立博物館内装顧問
SIEREK,Jar・
oslaw
シエ レ ク ヤ ロ
ス ロウ
ポ ー ラ ン ド ワルシャワ国立博物館職員
一100一
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V.研 究施 設 ・設備
1.蔵 書
美 術 関 係 図 書
日本 ・東洋古美術,日 本近代 ・現代美術,西 洋美術の全般 にわたる研究所
を中心に,関 連図書,各 種叢書,辞 典類 など和漢書(42,245),洋書(4,146),
計46,391冊のほか,各 都道府県市町村教育委貝会編集の文化財関係報告書,
美術関係雑誌,紀 要類,売 立 目録,展 覧会 目録 などを所蔵 し,所 内及び所外
の研究者の利用に供 している。
芸 能 関 係 図 書
雅楽 ・寺事 ・能 ・歌舞伎 ・文楽 ・邦楽 ・邦舞 ・民俗芸能 ・寄席芸,そ の他
わが国の伝統芸能の研究に必要な図書10,262冊を所蔵す る。演芸画報 ・歌舞
伎新報 ・歌舞伎(第1次)・ テア トロ(第1次)・ 新劇 ・上方 ・民俗芸術 ・日
本民俗 ・芸能復興 ・郷土研究 ・旅 と伝説などの雑誌,そ れに声明本 ・謡本 ・







美 術 関 係 芸 能 関 係 保 存 科 学 ・
修復 技術 関係 計
和 漢 書 洋 書 和 漢 書 洋 書 和 漢 書 洋 書
6年度 645冊 36冊 383冊 23冊 32冊 8冊 1,060冊




美 術 関 係資 料
実物 よりの直接撮影 を主にした写真資料の作成整理 と,購 入写真,複 写写
真による補足整備に加えて,印 刷物中の図版 をおさめ るという方式で,当 研
究所設立当初 より一貫して力を注いで きた写真資料 を有する。それらは 日本
東洋古美術,日 本近代 ・現代美術,西 洋美術の全域にわたり,そ れぞれ絵画,
書籍,彫 刻,工 芸,建 築等の諸部門に及ぷ。特別大型の ものか ら小型の もの
まで総数凡そ26万点,原 板保有量はほぼ3分 の1に あた り,別 にマイクロ ・
フィルム255巻がある。写真資料 のほか,拓本,作 家伝記資料,落 款印章資料,
近代 ・現代作家 ・団体 ・作品資料,資 料 スクラップ等と,図 書カー ド,図版
カー ド,各種索引類 など多数。
芸能 関係 資 料
レコー ド,録音テープ,シ ネフィルム,ビ デオテープ,写 真等に よる芸能
資料 を数多く備えている。 レコー ドには,毎 年各社から発売 される伝統芸能
関係レコー ドのほか,昭 和35年度文部省機関研究費によって購入した安原 コ
レクシ ョンレコー ド5,450枚が含 まれている。安原 コレクションは,明 治・大
正 ・昭和三代にわたって発売された各種邦楽 レコー ドを網羅 したもので,近
代における邦楽の実態と変遷を知る上で貴重な資料である。録音テープ,ビ
デオテープ,及 び写真は,雅 楽 ・能 ・歌舞伎 ・邦楽 ・邦舞 ・寺院行事 ・民俗
芸能その他の伝統芸能を対象に記録 してきたもので,奏 演法の解析 を中心 と
した写真,テ ープ,あ るいは各種文書の記録写真等も含んでい る。資料別の
所蔵数 は,つ ぎの とお りである。
区 分
録 音 テ ー プ シネフィルム ビデオテープ
analog digital8mm 16mm β,VHS方式 8mm
平成6年度 17本 0本 0本 0本 27本 20本






平成6年度 0枚 94枚 0枚
合 計 7,118枚 156枚 16枚
3.主 要機 器 ・設備
美術部 ・情報資料部
名 称 使 用 目 的 備 考







赤外線テレビ 赤 外線照射 による墨線の抽 出。下
図 ・銘文等の解読。
浜松テレビ
























名 称 使 用 目 的 備 考












して,音 楽的分析 を行 う。




名 称 使 用 目 的 備 考
螢光X線 分析装置 金属,顔 料,岩 石,土 器などの化学 フ ィ リ ッ プ ス
組成を非破壊的に測定する。理学電 PW1404LS,理学
機製は可搬型である。 電機TBFO1
原子吸光分析装置 岩石,土 器,金 属などに含 まれる元 ジ ヤ ー レ ル ア ツ
素組成を測定する。 シュAA8500
誘導結合プラズマ分 岩石,土 器,金 属などに含 まれる元 セ イ コーSPS1100
析装置(ICP) 素組成を測定する。
質鼠分析装置 鉛,ス トロンチウム同位体比測定か VG-Sector-J
ら,青 銅,岩 石などの原料産地 を推
定する。







名 称 使 用 目 的 備 考
電子スピン共鳴装置 遷移金属 イオンや劣化に伴って生 じ
るフ リー ラジカルの強度を測定 し,
劣化の進みかたや程度 を推定する。




















遺物 ・な どの構造や 光電子撮影 に
よって絵画の顔料を調べ る。













ヒ ュ ー レ ッ トパ ッ
カ ー ドHP5890,



































レーザーを走査 して,天 然物な どを
きわめて深い焦点深度で観察 し,立
体的な情報 を得 ることがで きる。
レー ザー テ ック
ILM21


















島 津 製 作 所FT
-IR8500
国際文化財保存修復協力室
名 称 使 用 目 的 備 考
微少部付全 自動X
線回析装置



















4.黒 田 記 念 室
黒田記念室は,本 研究所の創立者帝国美術院長子爵故黒田清輝の功績 を記念
するために設け られた陳列室であ り,黒 田清輝の油絵 ・素描 ・写生帖等 を収蔵
している。
創立当時,主 として黒田家から寄贈 されたものは,油 絵125点,素描170点,




































関 係 法 規




























































関 係 法 規
復に関する科学的,技 術的調査研究を行 い,及 びその結果の公表を行 う。
(情報資料部の二室及び事務)
第122条の3情 報資料部 に,文 献資料研究室及び写真資料研究室 を置 く。
2.文献資料研究室においては,第118条第1号 か ら第4号 までに掲げ る各部の
所掌に係 る文献資料その他の資料(写 真資料 を除 く)の作成,収 集,整 理,
保管,公 表,閲 覧及び調査研究 を行 う。
3.写真資料室においては,第118条第1号 か ら第4号 までに掲げる各部の所掌
に係 る写真資料の作成,収 集,整 理,保 管,公 表,閲 覧及び調査研究 を行 う。
(国際文化財保存修復協力室の事務)
第122条の4国 際文化財保 存修復協力室においては,世界の文化財の保存修復
に関する国際協力,資 料収集,調 査研究及びその結果の公表 を行 う。
(客貝研究貝)
第122条の5東 京国立文化財研究所 に客貝研究貝を置 くことがで きる。
2.客 貝研究貝は,所 長の命を受け,東 京国立文化財研究所 において行 う調査
研究に参画す る。
3.客 貝研究員は,非 常勤とす る。
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